
 
３０年ひきこもる長男と暮らす７０代の男性 

 

                             校長 伊藤 潔 

  

 表題の記事をニュースで目にしました。小６の時、転校した学校になじめず休み始め、７年間在

籍した通信制高校も単位が取れずに自主退学し、３０年間ひきこもりを続けている長男との生活を

語る父の記事でした。 

 内閣府の２０２２年調査によると、１５～６４歳のひきこもりは推計１４６万人だそうです。教

育、医療、福祉の側面から、様々な議論がなされ、対策が講じられてきましたが状況は好転せず、

年々不登校数は増加し、また低年齢化も進んでいます。 

 私が教師となった４０年前も、中学校ではすでに不登校（当時は「登校拒否」）は最重要の課題

でした。多くの子供や家庭に関わりました。なぜ学校に行けないのか、なぜ朝になるとお腹が痛く

なり、発熱まで起こるのか。原因と思われる事柄を取り除くことで解消されるケースもあります

が、目に見えるそうした原因は実は単なるきっか

けに過ぎないことが多く、根本原因はもっと深い

ところにあります。親の育て方が問題だと簡単に

口にする人がいますが、そんな単純な問題では決

してありません。多くの専門家が様々な見解を述

べていますが、明確な解答に出会えたことはあり

ません。出口の見えない将来を考えた時の子供と

その家族の焦りと不安はいかほどか、当事者にし

かわからないことでしょう。教師としてできるだ

けの努力はしたつもりでも、振り返れば、一緒に

出口を探しながら寄り添うことしかできなかった

気がします。 

 プノンペン日本人学校は、施設設備だけを見れ

ば決して教育条件が整っている学校とは言えませ

ん。しかし、その不足を補って余りある質の高い

有意義な学びが、この学校にはあります。子供と

教師が創り上げる楽しい学びにあふれています。

「明日もまた学校に来たい！」と子供たちに心か

ら言ってもらえる学校であり続けたいです。 
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ポチェントン小学校との交流（小学部） 

    

2025年７月３日（木） 『絆～日本とカンボジアの架け橋に～』 

ポチェントン小学校の子どもたちとクメール語を使って簡単な会話をしたり、異文化理解を深 

めたりすることを目的として交流をします。５月から始まったクメール語講座では、交流に必要 

な会話文などを学んできました。６月 26日に実施する予定が延期になったぶん、各学年とも 

いっそう交流を楽しみにしています。後期に今度はポチェントン小学校へこちらから尋ねて行く予 

定です。                         

G1「日本の遊び（福笑い、トントン相撲）」        G2「遊び 」 

G3「遊び・スポーツ・音楽 」                G4「カルタゲーム・書道体験」 

G5「スポーツ（サッカー・ミニバスケットボール）」    G6「授業(社会、国語、家庭)体験」     

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもまつりについて 

2025年度テーマ 「世界一楽しいこどもまつりは永遠に！」 

 

2025年７月 25日（金）１～４校時  ※弁当無し（下校時刻 12:20） 

 

「こどもまつり」では、隣接学年（1・２年、3・４年、５・６年、中学部）でみんなが楽しめる

ワークショップを実施します。保護者のみなさんも、子ども達と共にお楽しみください。また、

PTA からの出店もあります。  

ワークショップについては、図書委員会がリーフレット、保健体育委員会がスタンプカードを準

備予定です。後日配布しますので、楽しみにお待ちください！ 

当日は、JISPP（Japanese international school of Phnom Penh）、コンビ幼稚園の保護者や園児

をご招待しています。  



                           


